
まごのてグループ 実務者会議 第 6回会議議事録 

 

日時：令和６年８月１９日（月）１７時半～１８時半 

場所：訪問介護まごのて神宮 

 
参加者 

セルフサポート株式会社          峯    代表取締役 

株式会社こみつ              前上   取締役（議長） 

                     原野   中京管理者 

オアシス株式会社             尾呂（秀）取締役 

株式会社ワンアップ            清水   取締役 

日下生  取締役 

株式会社アイケア    中川   取締役 

株式会社ＹＥＬＬ             黒田   代表取締役 

尾﨑   取締役 

株式会社Ｍｉｃ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ  住里   代表取締役 

田辺   取締役 

株式会社 P.yes.P     玉井   代表取締役 

Ｒｏｏｔｓ株式会社            松井   代表取締役 

株式会社 Coccole     小澤   代表取締役 

株式会社ブルーム             後藤   取締役 

株式会社ＱＵＯＮ             西村   代表取締役 

                     公文   取締役 

株式会社オレンジ             安藤   代表取締役 

 

オブザーバー 

一般社団法人福祉介護事業志援夕映舎    藤木             

 
 
○キャリアアップ助成金制度について 

 

・キャリアアップ助成金（正社員化コース）とは、原則暦月 6 ヶ月以上の有期社員を正社員

に転換し、時給換算した賃金が 3％以上、上昇させた場合に申請することができる助成金で

ある。支給金額は、80 万円。（40 万円×2 回に分けて申請となる。） 

 

 



・見習社員 6 ヶ月を経た後に、正社員に転換することで上記要件を満たすことが可能。これ

に対し、登録 HH から正社員に転換した場合では、登録 HH の時給が高い為、賃金上昇要件を

満たせず対象外となるケースが多い。また、助成金という性質上、申請したとしても受給を

お約束することが出来ないことをご留意いただきたい。 

 

・事業主都合により解雇したことがある場合、1 年程度助成金の申請ができない。 

 

【追加補足事項】 

・DX 研修を予め受けた有期社員が正社員転換する場合は、有期社員の雇用期間が 6 ヶ月未

満であっても対象となるケースもあります。他にも細かな要件がいくつかあるので、添付の

パンフレットをご覧頂き、ご不明な点は夕映舎にお問い合わせください。 

 

 

○夕映舎さんからのシフト、できれば２か月先まで頂きたい。他の事業所は先の予定などを

どのように管理されているかをお聞きしたい。 

 

・社員の先の予定を組みたいので、２ヶ月先の分も送付していただけないか。 

⇒ご希望の事業所様には随時対応しますので、メール等でご連絡くださいませ。 

 

 

○実務者会議に参加している事業所と参加していない事業所と分かれている。参加しなく

ても良いのであれば皆さん忙しいので参加しないかと思います。それでいいのか？ 

また以前のように Zoom での参加も可にすれば？ 

 

・実務者会議の意義を伝えていくべき。所長やサ責、ヘルパー等からの現場レベルで困って

いる事をグループ内で共有して、解決することを目的とした場である。 

 

・参加をしていただくよう、黒帯会議で協議した後に統合開発室にて促すことに。 

 

・メールでの案内では不備等もあったので LINEWORKS にて、実務者会議用のグループを作

り、このグループ内で発信するのはどうかと提案があった。 

後日、議長の前上様より、確認を取った所、LINEWORKS を活用していない事業所もあり、導

入していただく際の手間もかかる為、従来通りメールにて連絡をしていくことに決定。メー

ルの宛先を追加した方がいる場合は、馬場様宛てにメールでお伝えしていただくように。 

 

 



・実務者会議に参加することが難しい方の為も Zoom でも入れるよう、次回以降用意する。

Zoom を滞りなく繋げられるように、馬場様にも実務者会議に参加していただくのはどうか

と提言があった。馬場様への費用については、一度黒帯会議にて協議することになった。 

 

 

○事業所単位で行う勉強会はどうしているのか？開催頻度・勉強会のネタなどを教えてほ

しい。 

 

・ジョブメドレーの動画研修サービスを活用し、視聴後レポートを記入してもらっている。 

オンライン研修にしたことで、時間短縮にも繋がった。法定研修については、対面で行うよ

うにしている。 

 

・ケアマネ等の外部講師を事業所に呼んで、研修をしていただいている。また各委員会メン

バーが研修担当者となって、委員会テーマに基づいた研修を実施している。 

 

・研修の場では、コミュニケーションを大事にしている。グループワークを行い、あえて発

表が苦手としている方に、発表をしてもらうようにしている。また、会議の間にアイスブレ

イクを設けて集中力が切れないように工夫している。 

 

・BCP の研修はどのようなことをしているか。 

①事業所の管理者から職員に対して安否確認等の連絡方法を確認するシミュレーション

訓練を予定している。 

②災害用伝言ダイヤル♯171 を実際に活用して安否確認の研修を実施予定。 

 ⇒事業所の取り組み例ついては、別紙をご参照くださいませ。 

 

 
○次回日程について 

次回日程：１０月２１日（月）１７時半から 

場所：訪問介護まごのて東寺 

次回の議長：次回の統合開発室で決定。 


